
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― ぶ ど う

ポイントは、「開花前後の3回散布」
ぶどうは開花時の窒素過剰が花ぶるいにつながります。
「アグリボEX」で未消化窒素を消化させ、着果を促進しましょう。

栽 培 暦 アグリボEX ワ ン ポ イ ント

発 芽

展 葉

展葉7～8枚頃 1,000倍 葉面散布 新梢伸長期の、
未消化窒素を抑えましょう。

花芽分化

開花5～10日前 1,000倍 葉面散布 花粉充実のため、
エネルギー補給。

開 花

開花後2週間以内
5～7日間隔

2回
1,000倍 葉面散布 未消化窒素を消化させ、

結実の安定を！

結 実

果実肥大・成熟

肥大不良や、着色不良にも !
上記のような症状が心配される場合は、袋かけ後に「アグリボ EX」を 7日～10日おきに
2回散布してください。即効的ではありませんが、じわっと効果が現われてきます。

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際、
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。

ご 質 問
ご 相 談

フリーダイヤル イーハナ イーヤサイ アグリボ
相 談 室

株式会社アグリボ 〒240-0035 神奈川県横浜市保土ヶ谷区今井町528
TEL:045-352-5327 FAX:045-352-5328

http://www.agrevo.co.jp/

